
 
 
 

 
 
 
 
 
 
梅雨になり、アジサイ（紫陽花）をよく目にします。しとしと降る

雨に濡れて咲くアジサイを見ると、心が明るくなります。 
母の日にカーネーションを贈るのが定番ですが、最近ではアジサイ

を贈るという人も増えているようです。アジサイは小さな花が集まっ
て大きな花を作っていることから、「家族団らん」のシンボルと考え、
母の日にふさわしい花の一つになってきたそうです。 

私たちも、一人一人は小さくても、協力し合い、学び合い、共に成長し合って大きな花を咲かせ
たいですね。 

  
令和８年度の「級訓」決定! ◆ こんなクラスになるといいな   願いを込めて 
１年生から６年生まで、子どもたちと話し合って「級訓」を決めました。それぞれよりよい学級

を目指して、がんばっています。以下、各学年・学級の「級訓」を紹介します。 
 

☆１年生……「できた︕」 
できた瞬間を大切にして自信につなげてほしい、そして、自分の「で

きた︕」だけでなく、友達の「できた︕」も一緒に喜べる温かい学級を
目指したいという願いが込められています。 
 
☆２年生……「たすけあい」 
 「みんなでたすけあい、元気で明るいクラス」、「１年生に
やさしくおしえるお手本のクラス」を目指します。 
  
☆３年生……「ピカチュウ」 

低学年の手本となり、高学年を支えるピカピカな中（チュウ）学年を
目指したいという願いが込められています。 
 
☆４年生……「百花繚乱」 

高学年への仲間入りをし、５・６年生の姿から学びながら、意識を高
めるとともに、色とりどりの花々が咲き乱れるように、一人一人の個性
が輝き、大きく成長したいという願いが込められています。 
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☆5 年生……「龍 〜龍のように成長し、伝説をのこす〜」 
龍は、空想上の存在ながら、自然の気や人々の「人生を切り開く力」

を体現した存在です。今まで見たことのないような 5 年生になるとい
う意味が込められています。 
 
☆６年生……「希求〜考動で魅せる 16 の光星〜」 

大畑小学校の「希望の光」として、全校を明るく照らしていきたい、
全校から求められる最高学年になりたい、自分で考えて動ける６年生に
なりたい、16 人一人一人が個性を大切にし、大畑小最後の 1 年を協力
して取り組んでいきたいという願いが込められています。 
 
☆あおば１…「知ろう、自分。知ろう、友達。」 

自分の特性や能力を知って目標を立て、最後まであきらめずに取り組
めること。自分のことは自分で行い、困っているときには、お互いに助
け合えること。友達や教師との関わりの中で、相手の気持ちや距離感を
考えたり、声の大きさや声質を意識したりして適切な対応ができるこ
と。これらができるようになってほしいという願いが込められています。 
 
☆あおば２……「みんなで」 
 学校では、嬉しいこともあれば悲しいこともあると思います。それを
自覚し、相手に言葉で伝えることで気持ちを分かち合い、共に成長して
ほしいという願いが込められています。 
 
【感謝】草刈り・草取りボランティア 

６月１１日（木）に草取りを行いました。雨天のため日にちを変更したにも関わらず、たくさんの草刈り・
草取りボランティアの方々、保護者の皆様に参加いただき、土手や大畑の森、運動場等をきれいにしていた
だきました。暑い中、ご協力いただきありがとうございました。 

 
 
 
 
 

 
【感謝】サツマイモ苗植え 

６月９日（木）に１・６年生が、ボランティアの方にお手伝いいただきながら、サツマイモ苗植えを行い
ました。今年は、シルクスイートと紅天使という品種を植えました。秋の収穫が楽しみです。ボランティア
の皆様、ありがとうございました。 

 
 
 



 
ツキノワグマの出没にご注意を！ 

 
全国の様々な地域において、市街地や集落など人の生活圏でのクマの被害が発生しております。本校学区

でも、目撃情報が出ております。被害を防ぐために、学校で児童に指導をしました。ご家庭でも、ご注意い
ただきますようお願いいたします。 

 
＜クマと遭遇しないために＞                                   

① 音の出るもの（鈴・携帯ラジオなど）を携行する。 
② 一人で行動せず、複数で行動する。 
③ クマが近くにいるサイン（足跡・糞など）を見つけたら、その場を離れる。 
④ クマの出没情報が出ている場合は、クマに出会いやすい早朝夕方の時間の徒歩での外出を避ける。 

 ＜もし、クマと遭遇したら＞                                      
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜クマを出没させないための環境整備＞                              
① 地域や行政と連携し、草木を切って、明るく、見通しをよくしておく。 
② 実のなる樹木等は早めに収穫する。 
③ クマの餌になるようなものを放置しない。（生ごみ、廃果や野菜くずなど） 

子どもたちの安全のために送迎をお願いすることがありますが、ご協力お願いいたします。 
 
 
 
 
 
 

 
 

正しい対処方法◎ 

・慌てず、ゆっくり移動する。 
・クマ撃退スプレーを使用する。 
・人の生活圏では、電柱・車等、クマと

人の間に遮蔽物を挟むように移動す
る。 

・近くの車や、民家に助けを求める。 
・最終手段としての防御姿勢 
 うつ伏せになり、顔や胸、腹部を守る。 

してはいけないこと✖ 

・クマに対して、大きな声や音を出して威 
嚇する。 

・背中を見せて走り出す。 
・クマに対して物を投げたりして、刺激を

与える。 
・リュックやかばんを置いて逃げる。 
 (食べ物が入っていた場合、意図しない

餌付け行為につながるため。) 

【ばたっぴぃ】紹介動画を作成しました。

ぜひご覧ください。 

大畑小学校のＨＰにつながります。 

日々の活動の様子をご覧ください。 


